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１．はじめに

道路舗装の構造評価法の一手法としてＦＷＤ測定値による弾性解析が用いられるようになって久しい．し

かしながら，まだ，ＦＷＤ測定値の解析において，明確に定まった手法はなく，各機関において独自に定め

ているのが現状である．これは，ＦＷＤ測定値を逆解析し舗装体材料の弾性係数を求める場合，既設舗装材

料の層構成を如何に設定するか，また，ベッドロックをどの位置に置くかにより，求める値が異なり，構造

評価を複雑にすることがあるためである．また，近年，逆解析によらず，ＦＷＤ測定値からたわみ特性をと

らえ，換算式を用いアスファルト舗装の弾性係数，路床ＣＢＲ，残存ＴＡを推定する方法 等も発表され1,2,3,4)

ている．

本論文においては，舗装構成の判っている道路において測定したＦＷＤ測定値（約 測点）をもちい，300
逆解析により舗装構成材料の弾性係数を推定したものと，たわみ特性から換算式を用い舗装体評価したもの

について，両者の整合性を検討した結果を報告するものである．

２．検討方法

１）ＦＷＤ測定値の荷重および温度補正には下記の式を用いた．

載荷重補正：Ｄ＝ＦＷＤたわみ量× ／測定時の荷重49.03KN
温度補正 ： の方法AASHTO

２） 測定値の逆弾性解析には を用いた．FWD LMBS for win
３）たわみ特性による換算式は，下記の式を用いた．

路床 ＝１／ －－－－－－－－－（１）式CBR D150

残存 ＝ ( ) －－－－－－－－－（２）式TA -25.8 log D -D +11.110 0 150

３．検討結果

３－１．逆解析３層系と４層系による路床の

弾性係数と の関係CBR
逆解析において層構成をアスファルト舗装，

， ， ，上層路盤 下層路盤 路床の４層とした場合

アスファルト舗装，路盤，路床の３層とした

場合に得られる弾性係数と( )式による路床1
， ． ，CBR -1 2の関係を図 に示す 逆解析３層系

，４層系とも( )式で求められた路床 とは1 CBR
直線関係にあり，よく相関し，( )式により1
路床の支持力評価は十分可能であることが示

されている．しかし，図－ と図－ では，1 2
その弾性係数と の相関比率が大きく異なっている．４層系においては ( )，３層系においCBR E=5CBR MPa
ては ( )の関係となり約 倍近い差がある．E= 10CBR MPa 2

ＦＷＤ，構造評価，逆弾性解析Key words:
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図－１ ４層系逆解析による路床の弾性係数とＣＢＲ
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TA３－２．アスファルト舗装等値換算厚さ

TAと換算式による残存

ＦＷＤ測定値の解析において，Ｄ は舗装0

全体の支持力を示し， が路床面以上のD -D0 150

舗装強度特性をよく示すとされている．

測定値の（ ）値と実際の舗装FWD D -D0 150

構成から算出した を比較したものを図－TA
３に示す．図－ において と舗装構造3 D -D0 150

より算出した とは傾向を持っているものTA
FWDのバラツキが多きい この原因としては． ，

測定個所が供用中の道路であり，供用年数に

．差異があることも影響しているところがある

しかしながら，その他に，路床の 値の影CBR
響も認められる． 値をグループに分け相CBR
関をとってみると図－ の通り 値が低い3 CBR
ほど，プロットは上方に位置し， 値が高CBR
ければプロットは下方に位置している．これ

は，同一の を持った舗装体において，Ta
（ ）値は路床の支持力が低いと値は大D -D0 150

きくなり，路床支持力が低いと値が小さくな

ることを示しており，路床の影響を受けてい

る．したがって，舗装構造を評価するに当た

っては（ ）値に路床支持力も加え検討D -D0 150

する必要があるものと思われる．図－ にア4
スファルト舗装舗装要綱に示す各交通量と

の舗装断面例に一般的とされる弾性係数CBR
を入力し，弾性解析を行った結果を図－ に4
示す．図－ をモデル化するに当り，アスコ4
ン層の弾性係数は ，砕石層の弾性係6,000MPa

300MPa 10 CBR数は ，路床の弾性係数は ×

（ )とした．図－ と図－ を比較するとMpa 3 4
同様な傾向が認められ，( )値に路床支D -D0 150

持力が影響していることが確認される．

４．あとがき

ＦＷＤによるたわみ解析は，舗装に関する構造設計を理論化し，一般化するに非常に有効な方法である．

しかしながら，従来の経験則から構築された設計法との整合性についてはその解明が不十分な点が多く，今

後，データ蓄積し検証討していく必要があるものと考える．今回のデータ解析も事例 件程度の少数であ300
るが，今後のデータ解析に参考になればと考える．
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図－３　D０－D150とTAの関係
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図－4　標準断面での順計算による（D0-D150)とTA
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図－ 5.4 路床のＣＢＲと弾性係数

（ＭＰａ）

ＣＢＲ=１/Ｄ150

路
床
Ｃ
Ｂ
Ｒ
（
％
）

図－２ ３層系逆解析による路床の弾性係数とＣＢＲの関係
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